
キャンパス･セクハラ対策―調査･処分･解決の法的対応
2002 年 11 月 7 日(木)

時 間 講 義 項 目

13：00
～

14：50

□  被害者救済・加害者責任追及と二次被害・加害の防止
～「被害者なきセク・ハラ」懲戒と訴訟のてんまつ～

       広島修道大学　　　新谷 一幸　　
１．事案の概要と特徴

（1）概要――匿名メールによる告発、内偵中の被害申出、調査へ

（2）特徴――申出一名による他二名の「被害者」指摘

２．問題

（1）「調査」――申出なき「被害者」への配慮

調査による第二次（一次？）被害

（2）「懲戒」――｢報告書」とうらづけ

告知と聴問の保障

（3）「訴訟」――ａ．証拠、証人の確保

　　　　　　　　ｂ．原陳述者の同意なき「陳述書」提出／プライバシー侵害？

３．教訓

　（1）問題のとらえ損ない　（2）陳述評価の誤り　（3）訴訟を見据えた調査

                      〈質疑応答〉　　

コーヒーブレイク

15：00
～

17：00

□  法構成と紛争処理・調査プロセスの留意点
～責任の法的根拠、調査委の任務・構成、事実認定、処分、情報公開～

弁護士    　　角田 由紀子　　
１．大学の責任の法的根拠

２．調査の方法

　（1）調査委員会と相談担当者との区別　　　（2）調査委員会の構成

　（3）調査の方法　　　　　　　　　　　　　（4）事実認定上の問題

３．調査の結果――処分とその他の対応との関係

４．処分後の対応――職場・勉学環境の保持

５．損害賠償責任

 　                   〈質疑応答〉　　


